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各課からのお知らせ

平
成
２５
年
９
月
か
ら
市
営
浄
化
槽
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

　
公
共
下
水
道
事
業
と
農
業
集
落
排
水

事
業
区
域
以
外
を
対
象
に
、
市
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
合
併
浄
化
槽
の
設
置
と

維
持
管
理
を
行
う
小
城
市
市
営
浄
化
槽

事
業
を
９
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
！

◆
浄
化
槽
の
設
置
（
新
設
）
に
つ
い
て

【
概
要
】

・�

浄
化
槽
の
本
体
工
事
は
市
が
実
施
し
ま
す
。

・
分
担
金
の
納
入
が
必
要
で
す
。

・�

ト
イ
レ
の
改
造
や
排
水
設
備
工
事
、

単
独
浄
化
槽
の
廃
止
等
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

・�

設
置
後
は
市
で
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

【
設
置
の
手
続
き
】

・
設
置
申
請
書
と
同
意
書

・�

浄
化
槽
設
置
者
講
習
会
受
講
済
証
の
写
し

・�

浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
所

と
そ
の
付
近
の
見
取
図

・�

建
築
物
の
面
積
求
積
図
ま
た
は
床
面

積
が
把
握
で
き
る
各
階
平
面
図

【
設
置
の
条
件
】

・�

浄
化
槽
の
設
置
に
係
る
土
地
の
無
償

使
用
に
つ
い
て
、
土
地
所
有
者
の
同

意
が
あ
る
こ
と
。

・�

浄
化
槽
設
置
後
、
１
年
以
内
に
排
水

設
備
工
事
を
完
了
し
、
浄
化
槽
の
使

用
を
開
始
す
る
こ
と
。

・�

浄
化
槽
設
置
者
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
。

◆
浄
化
槽
の
帰
属
（
譲
渡
）
に
つ
い
て

【
概
要
】

・�

既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
合
併
浄
化
槽

も
市
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
分
担
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

【
帰
属
の
手
続
き
】

・
帰
属
申
請
書
と
同
意
書

・�
過
去
１
年
間
の
保
守
点
検
記
録
票
の
写
し

・
法
定
検
査
結
果
書
の
写
し

・
浄
化
槽
設
置
届
出
書
の
写
し

【
帰
属
の
条
件
】

・
浄
化
槽
の
使
用
人
員
が
適
正
で
あ
る
こ
と
。

・
保
守
点
検
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
法
定
検
査
結
果
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

・�

市
が
維
持
管
理
を
開
始
す
る
前
に
、

浄
化
槽
内
の
清
掃
と
、
ブ
ロ
ワ
消
耗

品
の
交
換
を
行
う
こ
と
。

※�

設
置
後
（
帰
属
後
）
は
、
維
持
管
理
費

用
と
し
て
使
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
下
水
道
課
（
東
館
２
階
）

　
担
当　
貞
松
・
千
綿

　
☎
３７
・
６
１
２
２

小
児
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
１１
月
１
日
か
ら
、
定
期
予
防
接
種
で

あ
る
小
児
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接

種
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

【
変
更
点
１
】

ワ
ク
チ
ン
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
の
７
種
類
の
成
分
か
ら
、
13
種

類
の
肺
炎
球
菌
の
成
分
が
含
ま
れ
た
ワ

ク
チ
ン
に
な
り
ま
す
。

※�

対
象
者
や
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
こ

れ
ま
で
と
同
じ
で
す
の
で
、
残
り
の

回
数
を
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

従
来
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
べ
て
完

了
し
た
方
で
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
で

の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
任
意

接
種
（
費
用
自
己
負
担
）
に
な
り
ま

す
。医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
切

替
え
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
変
更
点
2
】

接
種
方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※�

接
種
開
始
月
齢
で
、
そ
の
後
の
接
種

回
数
が
変
わ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】健
康
増
進
課（
西
館
１
階
）

　
担
当　
古
賀
・
橋
間

　
☎
３７
・
６
１
０
６

▼青文字が変更になったところです。

初
回
接
種

１回目 生後２か月～
７か月に至るまで

生後７か月～
12か月に至るまで

生後12か月～
24か月に至るまで

生後24か月～
60か月に至るまで

２回目 27日以上空ける
　27日以上空ける

（生後13か月まで
に接種）

× ×

３回目 27日以上空ける
（１歳未満で接種） × × ×

追
加
接
種

４回目

60日以上空ける（生
後12か月以降に接種

【生後15か月までの
接種が望ましい】）

60日以上空ける
（生後12か月以降） 60日以上空ける ×

接種回数 ４回 ３回 ２回 １回
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平
成
２５
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
額
は

平
成
２５
年
１０
月
分
（
１２
月
支
給
分
）
か

ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課
（
西
館
１
階
）

　
担
当　
川
原
・
福
地

　
☎
37
・
６
１
０
９

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
年
内
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
で
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
さ
れ
る

際
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

（
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
で
も
可
）

　
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、
こ
の
証
明
書
が
１１
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
２５
年
１０
月
１
日
か
ら
１２

月
３１
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

平
成
２６
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
が
済
む
ま
で

は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

【
紛
失
な
ど
で
控
除
証
明
書
の
再
発
行

を
希
望
さ
れ
る
場
合
】

◆
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は

・
佐
賀
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

　
☎
31
・
４
１
９
４

◆
受
付
期
間　
１１
月
１
日
㈮
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
３
月
１４
日
㈮

◆
受
付
時
間

・
月
曜
日　
８
時
３０
分
〜
１９
時

・
火
曜
日
〜
金
曜
日

　
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

・
第
２
土
曜
日　
９
時
３０
分
〜
１６
時

※�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜
日

の
１９
時
ま
で
相
談
で
き
ま
す
。

※�

祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】国
保
年
金
課（
西
館
１
階
）

　
担
当　
野
田
・
嘉
村

　
☎
３７
・
６
１
０
１

 （月額）

　
平
成
25
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
を

普
通
徴
収
（
口
座
振
替・納
付
書
払
い
）

で
納
付
さ
れ
た
世
帯
へ
、
確
定
申
告
な

ど
の
社
会
保
険
料
控
除
に
使
用
す
る
納

付
証
明
書
を
平
成
26
年
１
月
下
旬
に
発

送
し
ま
す
。

　
年
末
調
整
な
ど
で
発
送
前
に
必
要
な

方
に
は
、
申
し
出
に
よ
り
事
前
に
発
行

し
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の 　

｢

世
帯
主｣

ま
た
は｢

同
一
世
帯
の
方｣

・
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
な
ど
） 

｢

別
世
帯
の
方｣

・
委
任
状

・
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
発
行
場
所

　
税
務
課
ま
た
は
各
出
張
所
市
民
課
窓
口

　
（
電
話
に
よ
る
郵
送
も
対
応
し
ま
す
）

※
手
数
料
は
無
料
で
す
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
（
西
館
１
階
）

　
担
当　
永
江
・
今
村

　
☎
37
・
６
１
０
３

児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額

が
変
更
に
な
り
ま
す

区分
平成25年９月分まで

⇒

平成25年10月分から
全部支給 一部支給 全部支給 一部支給

児童１人のとき 41,430円 9,780円〜　
　41,420円 41,140円 9,710円〜　

　41,130円

児童２人のとき 5,000円加算

児童３人目以降 児童が１人増すごとに3,000円加算

国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書

発
行
の
お
知
ら
せ

※�１０月からの額改定で１２月支給分は８、９月分と１０、１１月分で金額が異なります。
※第２子加算額（5,000円）、第３子以降加算額（3,000円）は変更ありません。
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　
虐
待
を
発
見
し
た
り
、
疑
わ
し
い
と

思
っ
た
ら
、
身
近
な
相
談
機
関
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
ん
な
行
為
や
状
況
が「
虐
待
」で
す
。

◆
虐
待
と
は
？

　
保
護
者
や
、親
に
代
わ
る
養
育
者
が
、

こ
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
、
健
や
か

な
成
長
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
思
っ
て
い

る
行
為
で
も
、
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷

つ
け
る
行
為
で
あ
れ
ば「
虐
待
」で
す
。

◆
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
り
、
「
虐

待
か
な
」
と
思
う
状
況
を
見
た
ら
、
迷

わ
ず
相
談
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
虐
待
の
事
実
が
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
連
絡
し
た
人
が
責
め
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秘
密
も
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

◆
相
談
し
た
後
ど
う
な
る
の
？

　
連
絡
を
受
け
た
後
は
、
各
関
係
機
関

と
連
携
し
、
情
報
収
集
・
援
助
・
見
守

り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
緊
急
度
が
高
い
場
合
は
、
児
童
相
談

所
で
立
ち
入
り
調
査
や
一
時
保
護
な
ど

を
行
い
ま
す
。

【
相
談
・
問
合
せ
】

・
こ
ど
も
課
（
西
館
1
階
）

　
担
当　
永
渕
・
家
庭
相
談
員

　
☎
37
・
６
１
０
９

・
佐
賀
県
中
央
児
童
相
談
所

　
（
佐
賀
市
天
祐
一
丁
目
８

−

５
）

　
☎
２６
・
１
２
１
２

・�

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
た
ら

・�

ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん

だ
ら

・
子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら

◎
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０

※�

Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん

平
成
25
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
標
語
　
最
優
秀
作
品

「
さ
し
の
べ
た
　
そ
の
手
が
こ
ど
も
の
　
命
綱
」

◆
身
体
的
虐
待

・
な
ぐ
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す

・
激
し
く
揺
さ
ぶ
る

・
や
け
ど
を
負
わ
せ
る

・
溺
れ
さ
せ
る�

な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト(

養
育
の
放
棄)

・
家
に
閉
じ
込
め
る

・
食
事
を
与
え
な
い

・
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る�

な
ど

◆
心
理
的
虐
待

・
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視

・�

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い

・�

こ
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
ふ
る
う　
Ｄ
Ｖ(

ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス)
�

な
ど

◆
性
的
虐
待

・
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為

・
性
的
行
為
を
見
せ
る

・
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

�
な
ど
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大
切
な
歯
と
口
の
健
康
を
守
る
た
め
に　
～
歯
周
病
に
つ
い
て
知
ろ
う
〜

■
歯
を
失
う
原
因
の
１
位
は「
歯
周
病
」

　
歯
周
病
の
直
接
の
原
因
は
、
歯
周
病

菌
。
歯
と
歯
ぐ
き
の
す
き
間
（
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
）
で
増
殖
し
た
プ
ラ
ー
ク
（
歯

垢
）
に
含
ま
れ
る
歯
周
病
菌
が
出
す
毒

素
に
よ
っ
て
、
歯
ぐ
き
に
炎
症
が
お
き

ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
歯
を
支
え
る
組

織
に
ま
で
炎
症
が
進
み
、
歯
の
土
台
で

あ
る
骨
を
溶
か
し
歯
が
抜
け
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。

　
全
身
の
健
康
に
は
、
口
の
中
の
健
康

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
４０
歳
以

降
の
働
き
盛
り
の
年
齢
か
ら「
歯
周
病
」

で
、
急
速
に
た
く
さ
ん
の
歯
を
失
っ
て

い
く
人
の
割
合
が
増
加
し
ま
す
。

■
毎
日
の
歯
み
が
き
が
健
康
へ
の
第
一

歩
　
歯
周
病
の
予
防
に
は
、プ
ラ
ー
ク（
歯

垢
）
を
し
っ
か
り
取
り
除
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
正
し
い
歯

み
が
き
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

～
正
し
い
歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト
～

①�

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
歯
と
歯
ぐ
き
の

境
目
に
あ
て
る
。

②�

歯
ブ
ラ
シ
は
力
を
入
れ
ず
小
刻
み
に

動
か
す
。

③�

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
、
歯
間
ブ
ラ
シ
で

歯
と
歯
の
間
を
ケ
ア
す
る
。

■
歯
科
医
院
で
の
定
期
検
診
で
予
防
と

早
期
治
療

　
歯
周
病
な
ど
の
歯
と
口
の
ト
ラ
ブ
ル

は
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
毎
日
の
歯
み
が
き
で
取
れ
な
か
っ

た
歯
垢
は
、
や
が
て
硬
い
歯
石
と
な
り

歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
悪
化
す
る

前
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療
を
始
め
る

に
は
歯
科
医
院
で
の
定
期
検
診
が
最
も

効
果
的
で
す
。

■
ご
存
知
で
す
か
？
「
歯
周
病
」
が
及

ぼ
す
全
身
の
病
気

　
歯
周
病
が
進
行
す
る
と
、
歯
周
病
菌

が
血
液
に
乗
っ
て
全
身
に
運
ば
れ
、
命

を
脅
か
す
よ
う
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

①�

糖
尿
病
：
歯
周
病
に
な
る
と
血
糖
値

を
下
げ
る
働
き
を
す
る
イ
ン
ス
リ
ン

が
効
き
に
く
く
な
り
、
糖
尿
病
は
歯

ぐ
き
に
炎
症
を
起
こ
し
や
す
く
す
る

な
ど
、悪
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
ま
す
。

②�

心
臓
病
：
動
脈
硬
化
の
悪
化
に
よ
り

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
が
起
こ
っ
た

り
、
歯
周
病
菌
が
心
臓
の
内
膜
に
付

着
す
る
こ
と
で
細
菌
性
心
内
膜
炎
を

起
こ
し
ま
す
。

③�

誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

：
歯
周
病
菌
が
肺
に
入

り
、
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

④�

流
早
産
・
低
体
重
児
出
産
：
妊
娠
中

は
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
な
ど
で
歯
ぐ
き

の
炎
症
が
起
こ
り
や
す
く
、
歯
周
病

菌
が
炎
症
物
質
を
作
り
出
し
早
期
の

子
宮
収
縮
を
起
こ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】健
康
増
進
課（
西
館
１
階
）

　
担
当　
北
古
賀
・
原
田

　
☎
３７
・
６
１
０
６

　
市
で
は
４０
歳
と
５０
歳
の
方
（
平
成

２５
年
度
末
年
齢
）
を
対
象
に
、
市
内

指
定
歯
科
医
院
で
歯
周
疾
患
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
対
象
者
に
は
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
ご
自
身
の
健
康
管
理
の

た
め
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

図１. 抜歯の主原因（全体）
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図２. 抜歯の主原因別にみた抜歯数（年齢階級別、実数）
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〈引用〉8020推進財団　永久歯の全国抜歯原因調査より




